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自己紹介と組織紹介

泉田 和雄(いずみた かずお)

山形県出身／宮城仙台在住

ボランティア歴 ２３年

2002年のサッカーワールド
カップ宮城大会のあと、市民有
志で幅広いスポーツのサポート
とスポーツによるまちづくりの
為、市民スポーツボランティア
SV2004立上、代表理事

私達のかかわる主なスポーツ
【プロ野球】楽天イーグルス
【プロバスケット】仙台89ERS
【女子サッカー】マイナビ仙台ﾚﾃﾞｨｰｽ
【マラソン】仙台国際ハーフマラソン
【相撲】大相撲仙台準場所
【施設】カメイアリーナ見学ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
**********************************
その他のイベント
卓球・バトミントン・ソフトボール
バレーボール・フットサルなど



シティキャスト(都市ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ)

アーモ・イタリア(キャンプ地活動)

せんだい・宮城 ２０２０

フィールドキャスト
(大会ボランティア)

せんだいスポーツボランティア
ステーション
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宮城県のボランティア部会に委員
として計画段階から参加

仙台市の実行委員会に計画段階か
ら参加

高校生に呼び掛けし、活動を側面
からサポート

講師として、宮城県・福島県の研
修を担当

オリパラのボランティアの受け皿
を期待し2019年に発足
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規模は縮小も活動、今後は県・市と連携
し継続の企画を予定

規模は大幅に縮小も、限定的に活動
今後はレガシーとしてパラスポーツ強化

主に2019年に活動し、雑紙の千羽鶴を
イベント時に掲出し終了

規模は縮小も活動、今後は9月23日に
宮城スタジアムで同窓会企画

上記各組織と連携し、ボランティア経験
の活用と継続に取り組む
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活動を通じて得たもの

活動を通じてみえたもの

コロナ禍により、辞退者が多く、多くの交流型のイベントが中止となっ
たが初めての熱心に参加者も多く、その経験・人のつながりは重要

若い世代の熱心な参加／宮城だから活動したいという想い
できないではなく、どうしたらできるかを考える機会
自分たちで、できることをすること
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